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Ⅰ.平成 24 年度事業活動 

 

１．本事業の目的 

 本事業の実施によって達成したい目標は次の３つです。 

 

１．皮革に関する正しい知識を持った消費者を育てる 

２．皮革素材の可能性を伝えるモノづくり（生産）現場を育てる 

３．職業選択に皮革産業という職業を選びやすい環境を作る 

 

 なかでも特に「１．皮革に関する正しい知識を持った消費者を育てる」こと

に重点を置き、平成 24 年度のキッズレザープログラム（以下「ＫＬＰ」とし

ます）事業を実施しました。 

 

 

 

２．平成 24 年度における実施内容  

具体的に実施した内容は次のとおりです。 

■ＫＬＰ事業の実施に係る役割分担 

 ・株式会社日本経済研究所：ＫＬＰ事業の企画立案・調整・実施補助 

              広報事業の企画立案・実施 

              事業評価の企画立案・実施 

 ・特定非営利法人コドモ・ワカモノまちｉｎｇ：ＫＬＰ事業の実施 

 ・有限会社でじまむワーカーズ：ウェブデザイン、保守管理 

  ※日本経済研究所が本事業を受託し、他２者に事業の一部を委託したもの 

■ＫＬＰ実行委員会実施 

 ・実行委員会（第２回）：実施計画の確認 

 ・実行委員会（第３回）：実施内容の確認、５カ年計画の検討 

 ・実行委員会（第４回）：実施内容の確認、ツールの検討 

 ・実行委員会（第５回）：実施内容の確認、ツール案について 

 ・実行委員会（第６回）：実施内容の確認、平成 25 年度の方針の確認 

  ※平成 24 年度第１回実行委員会は委託者選定のために開催されたため割愛 
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■ＫＬＰ事業の実施 

 ・移動式こども基地の実施 

 ・実施者育成ワークショップの実施 

 ・大規模イベントへの参加 

 ・こども向けワークショップ等の開催 

 ・キッズレザープログラムツールの開発 

 ・中学生向けパンフレットの作成 

■広報事業 

 ・公式ホームページのリニューアルと機能拡充 

 ・ソーシャル・ネットワーキング・サービス等を活用した情報発信 

 ・各情報発信媒体に誘導する仕組みづくり 

■事業評価 

 ・PDCA サイクルを実施するための環境づくり 
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Ⅱ．平成 24 年度実施内容 

１．実行委員会 

（1）委員名簿 

 関連事業で活躍する委員５名と、社団法人日本皮革産業連合会（以下、「ＪＬ

ＩＡ」とします）の会員 24 団体からご推薦いただいた会員企業のメンバー９

名による実行委員会を昨年度に引き続き開催しました。さらにＪＬＩＡから２

名を加え、総勢 16 名で構成されています。 

 

 実行委員会は２カ月に１回のペースで開催され、事業を実施する内容の意見

交換・決定を行います。 

No. 氏 名 所 属 団 体 名 会 社 名 役 職 名 等

1
委 員 長

瀬　藤　 貴　史

講　師
共同研究員

（助　手）

2 設　楽　 敬　一

常務理事
事務局長
編集部長
（副会長）

3 梅　澤　 元　彦
理　事

（代表取締役社長）

4 鈴　木　 清　之
書　記

5 成　田　 大　輔
アカウントマーケティ
ング事業部
ディレクター

6 藤　城　 康　成 社団法人 日本タンナーズ協会 墨田産業 株式会社 代表取締役社長

7 村　木　 　　塁 大阪革商資材協会連合会 浪速屋工業 株式会社 営　業

8 石　鳥　 　　昇 事務局長

9 矢　代　 裕　夫 日本靴卸団体連合会 株式会社 銀座ヨシノヤ
常任監査役
［調査・情報提供
　委員会 委員長］

10 麻　生　 和　彦 日本服装ベルト工業連合会 株式会社 三竹産業 代表取締役社長

11 片　野　 一　徳 一般社団法人 日本ハンドバッグ協会

有限会社 丸ヨ片野製鞄所

革クラフト教室 アトリエアミーチ

代表取締役

代　表

12 猪　瀬　 昇　一 一般社団法人 日本鞄協会 株式会社 猪　瀬
代表取締役
［人材養成委員会
　委員長］

13 黒　田　 俊　英 日本手袋工業組合 株式会社 クロダ 会　長

14 肥　沼　 恭　子 全国皮革振興会 株式会社 協進エル 代表取締役社長

特定非営利活動法人 日本靴工業会

株式会社 ザッツコーポレーション ［THAT'S］

PR + ブログライター
おつかいもの愛好家
デコ・クロ部

社団法人 教育クラウド協会 ［tmc Consortium］

（株式会社 ムーンファクトリー ［moonfactory Inc.］）

桜美林大学 総合文化学群 造形デザイン専修
文化学園大学 文化ファッション研究機構 ［BFRI］
（Three Bee Art）
（元  東京藝術大学 美術学部 工芸科 染織研究室）

公益社団法人 全国学校図書館協議会 ［全国SLA］

（社団法人 教育クラウド協会 ［tmc Consortium］）
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（2）キッズレザープログラム実行委員会（第２回） 

開催日時：平成２４年６月１１日（月） 午前 10 時から 

出席者：１８名 

 

【議事】 

今年度は大きく分けて「ＫＬＰ事業」「広報事業」「事業評価」の３つを事業

の柱に据えているが、そのなかで特にこどもの育成に重点を置いた事業展開と

することを確認した。 

以下各項目について日本経済研究所より計画内容を説明した上で、委員との

質疑応答を踏まえ確認した主な事項を整理する。 

 

①ＫＬＰ事業の実施に関する協議 

 ＜ＫＬＰ事業＞ 

◇移動式こども基地 

・事業期間中に月２回程度の頻度で実施する。 

 

◇人材育成ワークショップ 

・事業期間中に月２回程度の頻度で実施する。 

 

◇イベント参加 

・事業期間中に３回程度の大規模イベントに参加する。 

 

＜広報事業＞ 

・公式ホームページは情報発信機能に特化し、リニューアルする。 

・中学生を対象としたパンフレットを作成する。 

 

＜事業評価事業＞ 

・実施事業に対する委員からの意見や指摘を踏まえ、継続的に内容の改善 

を図る。 

  

 

以 上 
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（３）キッズレザープログラム実行委員会（第３回） 

開催日時：平成２４年９月１０日（月） 午後２時から 

出席者：２１名 

 

【議事】 

事業の実施内容や随時確認された問題事項に対する対応状況の報告と今後

の事業実施に関して協議。 

以下について日本経済研究所より実施内容を説明し、委員との質疑応答を踏

まえ事業実施の方向性を整理した。 

 

①ＫＬＰ事業に関するご報告 

◇移動式こども基地 

・動物と皮革がこどものイメージの中で繋がる仕組みが求められる。 

・ＫＬＰ事業の実施者はＪＬＩＡであることを周知徹底する仕組みが必要で

ある。 

・ＫＬＰ事業の事業範囲について再度確認した。 

 

◇人材育成ワークショップ 

・ＫＬＰ実施者を育成するためのワークショップを積極的に開催し、拡充し

ていく予定である。 

・事業を実施していくにあたり、広がりを持たせていくための方法を検討し

ておく必要がある。 

  

◇イベント参加について 

・イベント全体で 10,000 人強（大人を含む）の参加者があった。多くの

こどもが革と触れ合う機会を創出した。 

 

◇その他ＫＬＰ事業の開催について 

・将来的にＫＬＰ事業を全国伝播させていくための仕組みを構築する必要が

ある。 

 

②広報事業に関するご報告 

◇ＫＬＰホームページのリニューアルについて 

・既存ホームページについて全面リニューアルを実施した。 

・ＫＬＰ事業の内容やイベントの開催情報、同実施報告など、ホームページ
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にアクセスすることでタイムリーな情報を入手可能である。 

・ＫＬＰ事業に関心を抱いた層の誘導を図ることが重要となる。 

・「調べ学習」に対応したつくりとするなど、将来的には教育的情報を盛り

込んでいくことを念頭に置いている。 

 

◇ソーシャル・ネットワーキング・サービスを活用した情報発信について 

・Facebook と Twitter を活用した広報活動を展開した。前者については

事前周知と写真を掲載した結果報告、後者は現地でのタイムリーな情報発信

に対応している。 

 

③事業評価に関するご報告 

・事業を進める毎に事業内容のブラッシュアップを図る。 

・実施事業に対して既に改善がなされており、成果が上がってきている。 

 

④その他確認事項 

◇５カ年計画について 

・将来的には全国展開を目指し、計画的に準備する。 

・委員間でのビジョンの共有が求められる。 

 

 

以 上 
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（４）キッズレザープログラム実行委員会（第４回） 

開催日時：平成２４年１１月１５日（月） 午後２時から 

出席者：２０名 

 

【議事】 

事業の実施内容や随時確認された問題事項に対する対応状況の報告と今後

の事業実施に関して協議。 

以下について日本経済研究所より実施内容を説明し、委員との質疑応答を踏

まえ事業実施の方向性を整理した。 

 

①ＫＬＰ事業に関するご報告 

◇移動式こども基地 

・皮革の配置場所と参加を促す仕組みについて見直しを図った。 

・こども達が遊ぶためにイメージを想起しやすい仕掛けを工夫した。 

・皮革や道具の取り扱いについて緩やかにルール化した。 

 

◇人材育成ワークショップ 

・目的別に段階を分けて開催した。 

・各種関連団体で作成している DVD の活用を検討している。 

 

◇ツールの作成 

・こども基地で蓄積したノウハウをベースにツールの作成を検討している。 

・中学生向けパンフレットの内容について協議した。 

・既存の皮革関連商品と差別化を図ることが求められる。 

 

②広報事業に関するご報告 

◇ＫＬＰホームページの機能拡充 

・パンフレット「革ってなんだろう？」をベースに新コンテンツを追加した。 

・ＫＬＰ事業にご協力いただいている事業者について、トップページにリン

クバナーを貼付した。 

・ＫＬＰ事業で生まれた作品集を掲載した。 

 

  ◇SNS を活用した情報発信 

・ＫＬＰ事業に参加した方をホームページ等へ誘導する仕掛けとして、QR

コード等を入れた案内板を掲示した。また、同案内板を活用し、ＪＬＩＡが
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実施主体であることを周知した。 

・現場で配布するためのカードについて素案を提案し協議した。 

 

③事業評価に関するご報告 

 ・ＫＬＰ実施者から意見を収集し、今後の事業実施や改善にあたっての参 

考とすることとした。 

 

 

以 上 
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（５）キッズレザープログラム実行委員会（第５回） 

開催日時：平成２４年１月２８日（月） 午後２時から 

出席者：１９名 

 

【議事】 

事業の実施内容や随時確認された問題事項に対する対応状況の報告と今後

の事業実施に関して協議。 

以下について日本経済研究所より実施内容を説明し、委員との質疑応答を踏

まえ事業実施の方向性を整理した。 

 

①ＫＬＰ事業全般に関するご報告 

◇移動式こども基地 

・これまでと同様の実施したほか、学童保育所でも実施した。 

・装飾品を中心とした革小物等を作成し、事業終了後に成果品を自宅へ持っ

て帰るこどもが増加しつつある。 

・工具の販売先や革クラフトを事業で取り入れたいといった要望がある。そ

うしたニーズへの対応が課題。 

・事業全体を通じて消費者の育成のための仕組みを構築していくよう意識す

る必要がある。 

 

◇人材育成ワークショップ 

・目的別にワークショップを実施した。ワークショップを通じ、皮革に関す

る様々な知識や加工技術などを習得した。 

・皮革製品製造業の現場を視察し、事業者の高度な技術や製品へのこだわり、

製品ができるまでの工程などを学んだ。 

  

◇イベント参加について 

・約 300 人のこどもが参加した。気象条件が悪く、想定よりも参加者数は

伸びなかった。 

 

◇ＫＬＰツールの作成について 

・３月開催のイベントで活用することを想定している。 

・幼児向けツールは概ね完成段階に入っている。 

・ツールの作成にあたっては、手を広げすぎずに高い効果が見込めるものを

厳選して進めること。 
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・中学生向けパンフレットについては掲載情報を精査し、練り直す必要があ

る。 

 

 ◇広報事業について 

 ・案内カードを作成し、現場で配布を開始した。 

・ソーシャル・ネットワーキング・サービスの定期購読者数については目  

標値を達成した。 

 

②ＫＬＰの愛称について 

・ＫＬＰ事業について特に愛称は定めないこととし、事業に参加するこども

を「かわっこ」と呼ぶこととする。 

 

③次年度事業方針について 

 ・平成 25 年度事業については、今後、ＫＬＰ事業を全国展開していくため

に足場を固める１年とする。 
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（６）キッズレザープログラム実行委員会（第６回） 

開催日時：平成２５年３月４日（月） 午後３時から 

出席者：１９名 

 

 

【議事】 

事業の実施内容や随時確認された問題事項に対する対応状況の報告と今後

の事業実施に関して協議。 

以下について日本経済研究所より実施内容を説明し、委員との質疑応答を踏

まえ事業実施の方向性を整理した。 

 

①ＫＬＰ実施事業全般に関するご報告 

 ・ＫＬＰ事業、広報事業、事業評価について今年度の実施内容を総括した。 

 ・教育機関で実施したＫＬＰ事業の内容と現地の反応について報告した。 

 ・３月のＫＬＰ事業のスケジュールと実施内容について報告した。 

 ・ＫＬＰ事業に関するＪＬＩA の立場を明確化するための方策について提

案のうえ、協議した。 

 ・ホームページ機能の充実について素案を提案し、協議した。 

 

②ＫＬＰのツール作成について 

 ・中学生向けパンフレットについて素案を提案し、内容について協議した。 

・作成したＫＬＰツールについて実物を持参し、実演した。 

 

③ＫＬＰの愛称について 

 ・前回委員会で承認を受けた「かわっこ」に関する対応について協議した。 

 

④平成２５年度 ＫＬＰ実施事業の方針について 

 ・前回委員会で承認を受けた平成２５年度事業の方針に関し、事業の窓口 

機能の追加方法を提案した。 

 

⑤平成２４年度 ＫＬＰ実施事業  報告書（案）について 

 ・平成２４年度の報告書案について説明した。 
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２．ＫＬＰ事業 

（1）ＫＬＰ事業全般の実施状況 

 今年度のＫＬＰ事業（移動式こども基地、イベント参加、その他ＫＬＰ事業、

ＫＬＰ実施者育成ワークショップの４事業）につきましては、通算で 37 回実

施することができました（平成 25 年 3 月 1 日現在）。 

 

実施場所は 10 地域（東京都、仙台市、石巻市、気仙沼市、白石市、さいた

ま市、市川市、横浜市、妙高市、伊那市）にまたがり、参加者数はこどもが延

べ 2,284 人、実施者が延べ 262 人にのぼっています。 

 

個々で見れば小規模な取り組みですが、繰り返し実施することにより、こど

もが皮革に触れて身近に感じられるきっかけを数多く創出することができまし

た。また、こどもの保護者や実施者として事業に参加する大人世代についても、

皮革に関する知識の習得や皮革製品について改めて考えてみる機会を付与する

ことができたと考えています。 
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（2）ＫＬＰ事業の月別種類別開催状況 

 実施してきたＫＬＰ事業を月別・種類別に見てみると、月平均実施回数は 4.6

回、最大開催月は８回、最小開催月は２回であったことがわかります（平成 25

年３月１日現在）。 

 

 大型イベントは隐月の参加となりましたが、移動式こども基地や実施者育成

ワークショップに関しては概ね満遌なく実施することができました。 

 

 その他ＫＬＰ事業として、平成 25 年 2 月に東京都内の公立小学校の理科室

をお借りして出前授業を実施し、こども達のみならず、保護者の皆さまからも

高い評価をいただきました。このことは、次年度以降、教育関係機関と連携を

図っていくうえで大きな足掛かりになるものと考えています。 
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３．広報事業 

（1）ホームページのリニューアルと機能の拡充 

 昨年度制作したホームページについて、情報発信機能に特化して全面的にリ

ニューアルし、開催するイベントの情報やこれまでの活動実績、皮革について

の基礎知識やその歴史など、提供する情報の機能拡充を図りました。 

①トップページ ～全体～ 
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①トップページ ～全体（続き）～ 
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①トップページ ～おしらせ～ 

  



18 

 

①トップページ ～イベントカレンダー～ 
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②Kids’ Leather Programs について 
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③革ってなに？ ～革ってなに？～ 
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③革ってなに？ ～「革」と「皮」～ 
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③革ってなに？ ～革ができるまで～ 
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③革ってなに？ ～革のちがい～ 
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③革ってなに？ ～革のとくちょう～ 
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③革ってなに？ ～革をさがしてみよう～ 
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④革の歴史 ～革のはじまり 
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④革の歴史 ～世界の革文化～ 
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⑤移動式こども基地 
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⑤移動式こども基地 ～こども基地が行く！！～ 
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⑥イベント情報 
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⑦みんなの作品集 
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（2）ソーシャル・ネットワーキング・サービスの活用 

 ①ソーシャル・ネットワーキング・サービスを活用した情報発信 

 情報発信については、ホームページにアクセスしていただいた方に情報提供

する、いわば受け身の情報発信のみならず、国内でも利用者が増加している

Facebook や Twitter といったソーシャル・ネットワーキング・サービスも活

用し、積極的にＫＬＰ事業の情報発信を行ってきました。 

 

 Facebook はＫＬＰ事業の実施案内や実施風景、実施内容を報告することに

よって、長期的な視座でのファンづくりを目的とし、Twitter はリアルタイムの

情報を随時提供することによりＫＬＰ事業当日の誘客を図ることを目指すなど、

目的に応じて使い分けています。 

 

 いずれも定期購読者数、閲覧者数は順調に増加しています。また、定期購読

者を通じ、そうでない方にもＫＬＰ事業の話題が伝播しており、事業の認知度

を高める意味で高い波及効果が生まれています。 
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 ②ネームカードの作成 

 ＫＬＰ事業の参加者に、ホームページやソーシャル・ネットワーキング・サ

ービスの存在を認知していただくため、事業の目的や各情報発信媒体のＵＲＬ

を記載したネームカードを作成しました。 

 

 配布開始後、ソーシャル・ネットワーキング・サービス定期購読者数の増加

が認められています。 

 

 

 

 

  

ネームカード表面 

ネームカード裏面 
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４．事業評価 

 事業期間を通じてＰＤＣA サイクルを運用してきました。特に移動式こども

基地をはじめとしたＫＬＰ事業は実施回数が多いことから、経験やノウハウの

蓄積のみならず、そこで得た課題や反省点も事業の品質向上につなげていくた

め、実施者に対してアンケート調査を実施し、実施者の目線から気付いた事項

等について声を拾ってきました。 

 

 このことにより、例えば皮革の扱い方や工具等の設え方、事業実施の際の展

示方法の工夫による効果の最大化、こどもが喜んだポイントなど、現場ならで

はの意見が集まっています。 

 

こうした意見を精査し、ひとつずつ改善につなげていくことによって、ＫＬ

Ｐ事業の品質向上はもとより、保護者を含めた参加者の皆さまにとってより楽

しめる環境を整備しています。 
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Ⅲ 平成 24 年度事業考査と今後の展開 

  

【平成 25 年度事業の方針】 

  「全国展開を図っていくうえでの足がかりをつくる基盤強化の一年」 

 

 

 平成 24 年度事業については、長期的視座に立って３つの事業目的の達成に

つながることを念頭に置きながら、顧客満足度を最大限まで高めるよう試行錯

誤してきました。 

 

 ＰＤＣＡサイクルを構築して随時事業を見直しながら、課題や問題点等を明

確にし、ＫＬＰ実行委員会にて対応策を諮ったうえで改善に努めてきたことに

より、参加していただいた皆さまに満足いただけるようなサービスへと発展さ

せられたものと考えています。 

 

 その一方、ＫＬＰ事業を実施していくなかで当初想定していた以上に様々な

ニーズがあることもわかりました。本事業を一遍性の取り組みで終わらせるこ

となく持続的な発展につなげていくためには、寄せられる多くの声に対して、

臨機応変に、かつ、着実に対応していくことが求められているものと認識して

います。 

 

こうしたことから、次年度事業につきましては、今年度事業で培った経験や

ノウハウを活かしながら、将来的にＫＬＰ事業の全国展開を図っていくための

基盤を作っていきたいと考えています。 

 

 


